



                  参考 文 献
［1コ Taguchi，T．（！98ユ）．On a mu1tip1e Gini’s coe箭。ient and some concentrative regressions，Me切m，
  Vo1．XXXIX＿N，1－2．
［2コ 田口時夫（1984）．経済分析と多次元解析一新しい計量空間の形成と展望
［3コ Taguchi，T．（1987）．On the stmcture of mu1tivariate concentration－Some relationships
  among the concentrat1on surface and two var1ate mean d1fference and regress1ons  Com力〃
  ∫ムα桃左Dα勉λm〃，6，North－Honand，Amsterdam－New York．
ライントラソセクトサンプリング














       ＾    角    ＾   ＾                             ＾定の場合，v貧r（D）＝ΣL（DrD）2／工（々一！）として評価される．L，几はそれぞれゴ番目の部分トラ





                  参考 文 献
［1コ Kishino，H．（1987）、Notes on samp1ing design and eva1ution of the survey of wi1dlife popu1ation
  inthecontagi㎝sdistribution，PaperSC／39／Mi6presentedtotheIWCSci㎝ti丘。Committee，Jme
  1987．
［2］ Kishino，H．，Kasamatu，F．and Toda，T．（1988）．On doub1e1ine transect method，Re力．∫砿W肋乙
  Commm．，Vo1．38（in press）．
組み合わせ的階層分類法における距離の性質
                                   大 隅   昇
階層的分類法とは，分類対象問の距離（一般には類似度・非類似度）にもとづく分類操作のことであ
る この種の分類法のいくつかの手法（少なくとも9つの手法）は，クラスター生成過程における距離





   a（α∪C3，C危）≡αゴa（α，C々）十αゴa（C5，C尾）十βa（α，Cj）十γla（α，C危）一a（C5，C。）1
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             分子動力学法における統計的諸問題
                                    種 村 正 美
 物質を形作る原子・分子のミクロなレベルから出発して，その物質の示す物理的性質を導き出すため
に計算機実験が行なわれる．その方法を大別するとモンテカルロ法と分子動力学法がある．分子動力学
法はNewtonの運動方程式を解いていくもので，モンテカルロ法と比較して確率・統計とは一見無縁の
ようであるが実は種々の統計的問題が潜んでいる．
 われわれは分子動力学法による実験の信頼性に関係して現われるいくつかの問題点を整理し，実際に
実験を行なうことによって検討した．その一つは計算精度の問題であるが，計算に用いる精度が1ワー
ド32，36および64ビットの場合について，それぞれ同一の初期条件から出発して，ある時間ステップ
造んだ時点で時間の進行方向を反転させて，どれくらい以前のミクロな状態が再現されるかを調べた．も
しも数値誤差が存在しなければ，いくらでも元の径路を遡ることが出来るはずである．検討の結果，少
